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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のコンポーネントキャリアで構成されるシステム帯域のシステムインフォメーショ
ンの変更情報を生成する変更情報生成部と、
　前記変更情報を、前記複数のコンポーネントキャリアを用いて各コンポーネントキャリ
アに対応する移動端末装置に通知する通知部とを有し、
　前記変更情報は、少なくとも１つのコンポーネントキャリアを介して、前記システム帯
域の前記システムインフォメーションの変更を、全てのコンポーネントキャリアの前記シ
ステムインフォメーションの変更として前記移動端末装置に認識させ、前記移動端末装置
に前記全てのコンポーネントキャリアの前記システムインフォメーションを受信させるこ
とを特徴とする基地局装置。
【請求項２】
　複数のコンポーネントキャリアで構成されるシステム帯域のシステムインフォメーショ
ンの変更情報を生成する変更情報生成部と、
　前記変更情報を、前記複数のコンポーネントキャリアを用いて各コンポーネントキャリ
アに対応する移動端末装置に通知する通知部と、
　前記複数のコンポーネントキャリアをグループ分けし、各グループに属するコンポーネ
ントキャリアを特定するためのグループ情報を生成するグループ情報生成部とを有し、
　前記通知部は、前記グループ情報を前記移動端末装置に通知すると共に、前記変更情報
を前記システムインフォメーションが変更された前記グループ内のコンポーネントキャリ
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アを用いて前記移動端末装置に通知し、
　前記変更情報は、少なくとも１つのコンポーネントキャリアを介して、前記グループ内
のいずれかのコンポーネントキャリアのシステムインフォメーションの変更を、前記グル
ープ内の全てのコンポーネントキャリアの前記システムインフォメーションの変更として
前記移動端末装置に認識させ、前記移動端末装置に前記グループ情報によって特定される
前記グループ内の全てのコンポーネントキャリアの前記システムインフォメーションを受
信させることを特徴とする基地局装置。
【請求項３】
　前記各グループにおいて前記変更情報の通知用のコンポーネントキャリアを前記移動端
末装置に特定させるための通知キャリア特定情報を生成する通知キャリア特定情報生成部
を有し、
　前記通知部は、前記通知キャリア特定情報を前記移動端末装置に通知すると共に、前記
変更情報を前記変更情報の通知用のコンポーネントキャリアを用いて前記移動端末装置に
通知することを特徴とする請求項２に記載の基地局装置。
【請求項４】
　前記変更情報は、前記グループ内における特定コンポーネントキャリアのシステムイン
フォメーションの変更を示し、前記グループ内において前記システムインフォメーション
が変更されたコンポーネントキャリアを前記移動端末装置に認識させ、前記移動端末装置
に当該コンポーネントキャリアの前記システムインフォメーションを受信させることを特
徴とする請求項２に記載の基地局装置。
【請求項５】
　前記各グループにおいて前記変更情報の通知用のコンポーネントキャリアを前記移動端
末装置に特定させるための通知キャリア特定情報を生成する通知キャリア特定情報生成部
を有し、
　前記通知部は、前記通知キャリア特定情報を前記移動端末装置に通知すると共に、前記
変更情報を前記変更情報の通知用のコンポーネントキャリアを用いて前記移動端末装置に
通知することを特徴とする請求項４に記載の基地局装置。
【請求項６】
　同一期間に前記複数のコンポーネントキャリアで前記システムインフォメーションが変
更され、前記システムインフォメーションの通知に用いる当該複数のコンポーネントキャ
リアがサブフレーム単位で切り替えられる場合に、前記移動端末装置に当該複数のコンポ
ーネントキャリアにおける受信サブフレームを特定するためのサブフレーム特定情報を生
成するサブフレーム特定情報生成部を有し、
　前記通知部は、前記サブフレーム特定情報を前記移動端末装置に通知することを特徴と
する請求項１から請求項５のいずれかに記載の基地局装置。
【請求項７】
　移動端末装置にシステムインフォメーションを通知する基地局装置が、複数のコンポー
ネントキャリアで構成されるシステム帯域の前記システムインフォメーションの変更情報
を生成するステップと、
　前記基地局装置が、前記変更情報を前記複数のコンポーネントキャリアを用いて各コン
ポーネントキャリアに対応する移動端末装置に通知するステップと、
　前記移動端末装置が、前記変更情報の通知により少なくとも１つのコンポーネントキャ
リアを介して、前記システム帯域における前記システムインフォメーションの変更を、全
てのコンポーネントキャリアの前記システムインフォメーションの変更として認識し、前
記全てのコンポーネントキャリアの前記システムインフォメーションを受信するステップ
を備えることを特徴とするシステムインフォメーションの通知方法。
【請求項８】
　移動端末装置にシステムインフォメーションを通知する基地局装置が、複数のコンポー
ネントキャリアで構成されるシステム帯域の前記システムインフォメーションの変更情報
を生成するステップと、
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　前記基地局装置が前記複数のコンポーネントキャリアをグループ分けし、各グループに
属するコンポーネントキャリアを特定するためのグループ情報を生成するステップと、
　前記基地局装置が、前記グループ情報を前記移動端末装置に通知すると共に、前記変更
情報を前記システムインフォメーションが変更された前記グループ内のコンポーネントキ
ャリアを用いて各コンポーネントキャリアに対応する移動端末装置に通知するステップと
、
　前記移動端末装置が、前記変更情報の通知により少なくとも１つのコンポーネントキャ
リアを介して、前記グループ内のいずれかのコンポーネントキャリアのシステムインフォ
メーションの変更を、前記グループ内の全てのコンポーネントキャリアの前記システムイ
ンフォメーションの変更として認識し、前記グループ情報によって特定される前記グルー
プ内の全てのコンポーネントキャリアの前記システムインフォメーションを受信するステ
ップを備えることを特徴とするシステムインフォメーションの通知方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、次世代移動通信システムにおける基地局装置およびシステムインフォメーシ
ョンの通知方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳ（Universal　Mobile　Telecommunications　System）ネットワークにおいて
は、周波数利用効率の向上、データレートの向上を目的として、ＨＳＤＰＡ（High　Spee
d　Downlink　Packet　Access）やＨＳＵＰＡ（High　Speed　Uplink　Packet　Access）
を採用することにより、Ｗ-ＣＤＭＡ（Wideband Code Division Multiple Access）をベ
ースとしたシステムの特徴を最大限に引き出すことが行われている。このＵＭＴＳネット
ワークについては、更なる高速データレート、低遅延などを目的としてロングタームエボ
リューション（ＬＴＥ:Long　Term　Evolution）が検討されている（非特許文献１）。Ｌ
ＴＥでは、多重方式として、下り回線（下りリンク）にＷ－ＣＤＭＡとは異なるＯＦＤＭ
Ａ（Orthogonal　Frequency　Division　Multiple　Access）を用い、上り回線（上りリ
ンク）にＳＣ－ＦＤＭＡ（Single　Carrier　Frequency　Division　Multiple　Access）
を用いている。
【０００３】
　第３世代のシステムは、概して５ＭＨｚの固定帯域を用いて、下り回線で最大２Ｍｂｐ
ｓ程度の伝送レートを実現できる。一方、ＬＴＥのシステムでは、１．４ＭＨｚ～２０Ｍ
Ｈｚの可変帯域を用いて、下り回線で最大３００Ｍｂｐｓ及び上り回線で７５Ｍｂｐｓ程
度の伝送レートを実現できる。また、ＵＭＴＳネットワークにおいては、更なる広帯域化
及び高速化を目的として、ＬＴＥの後継のシステムも検討されている（例えば、ＬＴＥア
ドバンスト（ＬＴＥ－Ａ））。したがって、将来的には、これら複数の移動通信システム
が並存することが予想され、これらの複数のシステムに対応できる構成（基地局装置や移
動端末装置など）が必要となることが考えられる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】3GPP, TR25.912 (V7.1.0), "Feasibilitystudy for Evolved UTRA and 
UTRAN", Sept. 2006
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、複数の移動通信システムが混在する際
において、それぞれの移動通信システムに対応する基地局装置およびシステムインフォメ
ーションの通知方法を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の基地局装置は、複数のコンポーネントキャリアで構成されるシステム帯域のシ
ステムインフォメーションの変更情報を生成する変更情報生成部と、前記変更情報を、前
記複数のコンポーネントキャリアを用いて各コンポーネントキャリアに対応する移動端末
装置に通知する通知部とを有し、前記変更情報は、少なくとも１つのコンポーネントキャ
リアを介して、前記システム帯域の前記システムインフォメーションの変更を、全てのコ
ンポーネントキャリアの前記システムインフォメーションの変更として前記移動端末装置
に認識させ、前記移動端末装置に前記全てのコンポーネントキャリアの前記システムイン
フォメーションを受信させることを特徴とする。
　また、本発明の他の基地局装置は、複数のコンポーネントキャリアで構成されるシステ
ム帯域のシステムインフォメーションの変更情報を生成する変更情報生成部と、前記変更
情報を、前記複数のコンポーネントキャリアを用いて各コンポーネントキャリアに対応す
る移動端末装置に通知する通知部と、前記複数のコンポーネントキャリアをグループ分け
し、各グループに属するコンポーネントキャリアを特定するためのグループ情報を生成す
るグループ情報生成部とを有し、前記通知部は、前記グループ情報を前記移動端末装置に
通知すると共に、前記変更情報を前記システムインフォメーションが変更された前記グル
ープ内のコンポーネントキャリアを用いて前記移動端末装置に通知し、前記変更情報は、
少なくとも１つのコンポーネントキャリアを介して、前記グループ内のいずれかのコンポ
ーネントキャリアのシステムインフォメーションの変更を、前記グループ内の全てのコン
ポーネントキャリアの前記システムインフォメーションの変更として前記移動端末装置に
認識させ、前記移動端末装置に前記グループ情報によって特定される前記グループ内の全
てのコンポーネントキャリアの前記システムインフォメーションを受信させることを特徴
とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、システム帯域におけるシステムインフォメーションの変更が複数のコ
ンポーネントキャリアを用いて各コンポーネントキャリアに対応する移動端末装置に通知
されるため、複数の移動通信システムが混在しても各移動通信システムの移動端末装置に
システムインフォメーションの変更を認識させることができる。また、複数のコンポーネ
ントキャリアを介してシステムインフォメーションを受信する移動端末装置に、一部のコ
ンポーネントキャリアを介してシステムインフォメーションの変更を認識させることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】ＬＴＥシステムのシステム帯域の説明図である。
【図２】移動通信システムの構成の説明図である。
【図３】基地局装置の全体構成の説明図である。
【図４】移動端末装置の全体構成の説明図である。
【図５】基地局装置が有するベースバンド信号処理部の機能ブロック図である。
【図６】移動端末装置が有するベースバンド信号処理部の機能ブロック図である。
【図７】報知情報の無線リソースに対する割り当て構成の一例を示す図である。
【図８】システムインフォメーションの変更タイミングの説明図である。
【図９】ステムインフォメーション変更の通知方法の説明図である。
【図１０】移動端末装置の受信方法について説明図である。
【図１１】移動端末装置による第２の受信方法の詳細説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１は、下りリンクで移動通信が行われる際の周波数使用状態を説明するための図であ
る。図１に示す例は、複数のコンポーネントキャリアで構成される相対的に広い第１シス
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テム帯域を持つ第１移動通信システムであるＬＴＥ－Ａシステムと、相対的に狭い（ここ
では、一つのコンポーネントキャリアで構成される）第２システム帯域を持つ第２移動通
信システムであるＬＴＥシステムが併存する場合の周波数使用状態である。ＬＴＥ－Ａシ
ステムにおいては、例えば、１００ＭＨｚ以下の可変のシステム帯域幅で無線通信し、Ｌ
ＴＥシステムにおいては、２０ＭＨｚ以下の可変のシステム帯域幅で無線通信する。ＬＴ
Ｅ－Ａシステムのシステム帯域は、ＬＴＥシステムのシステム帯域を一単位とする少なく
とも一つの基本周波数領域（コンポーネントキャリア：ＣＣ）となっている。このように
複数の基本周波数領域を一体として広帯域化することをキャリアアグリゲーションという
。
【００１０】
　例えば、図１においては、ＬＴＥ－Ａシステムのシステム帯域は、ＬＴＥシステムのシ
ステム帯域（ベース帯域：２０ＭＨｚ）を一つのコンポーネントキャリアとする５つのコ
ンポーネントキャリアの帯域を含むシステム帯域（２０ＭＨｚ×５＝１００ＭＨｚ）とな
っている。図１においては、移動端末装置ＵＥ（User Equipment）＃１は、ＬＴＥ－Ａシ
ステム対応（ＬＴＥシステムにも対応）の移動端末装置であり、１００ＭＨｚのシステム
帯域を持ち、ＵＥ＃２は、ＬＴＥ－Ａシステム対応（ＬＴＥシステムにも対応）の移動端
末装置であり、４０ＭＨｚ（２０ＭＨｚ×２＝４０ＭＨｚ）のシステム帯域を持ち、ＵＥ
＃３は、ＬＴＥシステム対応（ＬＴＥ－Ａシステムには対応せず）の移動端末装置であり
、２０ＭＨｚ（ベース帯域）のシステム帯域を持つ。
【００１１】
　ところで、ＬＴＥシステムにおいて使用される報知情報は、ＭＩＢ（Master　Informat
ion　Block）及びＳＩＢ（System　Information　Block）に分類されている。この場合、
ＭＩＢには、下りリンクを受信するための必要な情報（下りリンクの帯域幅、下りリンク
制御チャネル構成等）が含まれている。ＳＩＢは、ＳＩＢ１からＳＩＢｘに分類されてお
り、ＳＩＢ１には後続のＳＩＢのスケジューリング情報、ＳＩＢ２以降にはセル単位の報
知情報等のシステムインフォメーションがそれぞれ含まれている。また、システムインフ
ォメーションの変更は、ＳＩＢ１に含まれるタグ情報（System　Info　Value　Tag）やＰ
ＣＨ（Paging　Channel）のフラグによって移動端末装置に認識される。
【００１２】
　ＬＴＥシステムでは、移動端末装置が単一のコンポーネントキャリアにおいて、上記し
たシステムインフォメーションの変更をモニタすることで、システムインフォメーション
の変更時に移動端末装置にシステムインフォメーションを再受信（更新）する。このＬＴ
Ｅシステムのシステムインフォメーションの通知方法を単純にＬＴＥ－Ａシステムに適用
した場合には、全てのコンポーネントキャリアにおいて、システムインフォメーションの
変更をモニタしなければならず、移動端末装置にとって煩わしい処理となることが想定さ
れる。
【００１３】
　そこで、本発明者らは、この問題点を解決するために、本発明をするに至った。すなわ
ち、本発明の骨子は、複数のコンポーネントキャリアで構成されるシステム帯域をもつ移
動通信システムにおけるシステムインフォメーションの変更時に、移動端末装置に一部の
コンポーネントキャリアを介してシステムインフォメーションの変更を認識させることで
ある。
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。ここでは、
ＬＴＥシステムとＬＴＥ－Ａシステムとが重複して構築されている移動通信システムにお
ける基地局装置及び移動端末装置について説明する。
【００１５】
　図２を参照しながら、本発明の実施例に係る移動端末装置（ＵＥ）１０及び基地局装置
（Ｎｏｄｅ　Ｂ）２０を有する移動通信システム１について説明する。図２は、本実施の
形態に係る移動端末装置１０及び基地局装置２０及びを有する移動通信システム１の構成
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を説明するための図である。なお、図２に示す移動通信システム１は、上記した通り、Ｌ
ＴＥシステム及びＬＴＥ－Ａシステムが包含されるシステムである。ＬＴＥ－Ａは、ＩＭ
Ｔ－Ａｄｖａｎｃｅｄと呼ばれても良いし、４Ｇと呼ばれても良い。
【００１６】
　図２に示すように、移動通信システム１は、基地局装置２０と、この基地局装置２０と
通信する複数の移動端末装置１０（１０１、１０２、１０３、・・・１０ｎ、ｎはｎ＞０
の整数）とを含んで構成されている。基地局装置２０は、上位局装置３０と接続され、こ
の上位局装置３０は、コアネットワーク４０と接続される。移動端末装置１０は、セル５
０において基地局装置２０と通信を行っている。なお、上位局装置３０には、例えば、ア
クセスゲートウェイ装置、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、モビリティマネジ
メントエンティティ（ＭＭＥ）等が含まれるが、これに限定されるものではない。
【００１７】
　各移動端末装置（１０１、１０２、１０３、・・・１０ｎ）は、ＬＴＥ端末及びＬＴＥ
－Ａ端末を含むが、以下においては、特段の断りがない限り移動端末装置１０として説明
を進める。また、説明の便宜上、基地局装置２０と無線通信するのは移動端末装置１０で
あるものとして説明するが、より一般的には移動端末装置も固定端末装置も含むユーザ装
置（ＵＥ：　User　Equipment）でよい。
【００１８】
　移動通信システム１においては、無線アクセス方式として、下りリンクについてはＯＦ
ＤＭＡ（直交周波数分割多元接続）が、上りリンクについてはＳＣ－ＦＤＭＡ（シングル
キャリア－周波数分割多元接続）が適用される。ＯＦＤＭＡは、周波数帯域を複数の狭い
周波数帯域（サブキャリア）に分割し、各サブキャリアにデータをマッピングして通信を
行うマルチキャリア伝送方式である。ＳＣ－ＦＤＭＡは、システム帯域を端末毎に１つ又
は連続したリソースブロックからなる帯域に分割し、複数の端末が互いに異なる帯域を用
いることで、端末間の干渉を低減するシングルキャリア伝送方式である。
【００１９】
　ここで、ＬＴＥシステムにおける通信チャネルについて説明する。下りリンクについて
は、各移動端末装置１０で共有されるＰＤＳＣＨ（Physical　Downlink　Shared　Channe
l）と、下りＬ１／Ｌ２制御チャネル（ＰＤＣＣＨ（Physical　Downlink　Control　Chan
nel）、ＰＣＦＩＣＨ（Physical　Control　Format　Indicator　Channel)、ＰＨＩＣＨ
（Physical　Hybrid-ARQ　Indicator　Channel））とが用いられる。このＰＤＳＣＨによ
り、ユーザデータ、すなわち、通常のデータ信号が伝送される。送信データは、このユー
ザデータに含まれる。なお、基地局装置２０で移動端末装置１０に割り当てたコンポーネ
ントキャリア情報やスケジューリング情報は、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルにより移動端末装
置１０に通知される。
【００２０】
　上りリンクについては、各移動端末装置１０で共有して使用されるＰＵＳＣＨ（Physic
al　Uplink　 Shared　Channel）と上りリンクの制御チャネルであるＰＵＣＣＨ（Physic
al　Uplink　Control　Channel）とが用いられる。このＰＵＳＣＨにより、ユーザデータ
が伝送される。また、ＰＵＣＣＨは、サブフレーム内周波数ホッピングが適用され、下り
リンクの無線品質情報（ＣＱＩ:Channel　Quality　Indicator）、ＡＣＫ/ＮＡＣＫ等が
伝送される。
【００２１】
　図３を参照しながら、本実施の形態に係る基地局装置２０の全体構成について説明する
。基地局装置２０は、送受信アンテナ２０１と、アンプ部２０２と、送受信部２０３と、
ベースバンド信号処理部２０４と、呼処理部２０５と、伝送路インターフェース２０６と
を備えている。
【００２２】
　下りリンクにより基地局装置２０から移動端末装置１０に送信されるユーザデータは、
基地局装置２０の上位に位置する上位局装置３０から伝送路インターフェース２０６を介
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してベースバンド信号処理部２０４に入力される。
【００２３】
　ベースバンド信号処理部２０４において、ＰＤＣＰレイヤの処理、ユーザデータの分割
・結合、ＲＬＣ（radio　link　control）再送制御の送信処理などのＲＬＣレイヤの送信
処理、ＭＡＣ（Medium　Access　Control）再送制御、例えば、ＨＡＲＱ（Hybrid　Autom
atic　Repeat　reQuest）の送信処理、スケジューリング、伝送フォーマット選択、チャ
ネル符号化、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse　Fast　Fourier　Transform）処
理、プリコーディング処理が行われる。また、下りリンク制御チャネルである物理下りリ
ンク制御チャネルの信号に関しても、チャネル符号化や逆高速フーリエ変換等の送信処理
が行われて、送受信部２０３に転送される。
【００２４】
　また、ベースバンド信号処理部２０４は、報知チャネルにより、同一セル５０に接続す
る移動端末装置１０に対して、各移動端末装置１０が基地局装置２０との無線通信するた
めの制御情報を通知する。当該セル５０における通信のための報知情報には、例えば、上
述したＭＩＢ及びＳＩＢやＰＲＡＣＨにおけるランダムアクセスプリアンブルの信号を生
成するためのルート系列の識別情報（Root　Sequence　Index）等が含まれる。
【００２５】
　送受信部２０３においては、ベースバンド信号処理部２０４から出力されたベースバン
ド信号を無線周波数帯に変換する周波数変換処理が施され、その後、アンプ部２０２で増
幅されて送受信アンテナ２０１より送信される。
【００２６】
　一方、上りリンクにより移動端末装置１０から基地局装置２０に送信される信号につい
ては、送受信アンテナ２０１で受信された無線周波数信号がアンプ部２０２で増幅され、
送受信部２０３で周波数変換されてベースバンド信号に変換され、ベースバンド信号処理
部２０４に入力される。
【００２７】
　ベースバンド信号処理部２０４においては、入力されたベースバンド信号に含まれるユ
ーザデータに対して、ＦＦＴ処理、ＩＤＦＴ処理、誤り訂正復号、ＭＡＣ再送制御の受信
処理、ＲＬＣレイヤ、ＰＤＣＰレイヤの受信処理がなされ、伝送路インターフェース２０
６を介して上位局装置３０に転送される。
【００２８】
　呼処理部２０５は、通信チャネルの設定や解放等の呼処理や、基地局装置２０の状態管
理や、無線リソースの管理を行う。
【００２９】
　次に、図４を参照しながら、本実施の形態に係る移動端末装置１０の全体構成について
説明する。ＬＴＥ端末もＬＴＥ-Ａ端末もハードウエアの主要部構成は同じであるので、
区別せずに説明する。移動端末装置１０は、送受信アンテナ１０１と、アンプ部１０２と
、送受信部１０３と、ベースバンド信号処理部１０４と、アプリケーション部１０５とを
備えている。
【００３０】
　下りリンクのデータについては、送受信アンテナ１０１で受信された無線周波数信号が
アンプ部１０２で増幅され、送受信部１０３で周波数変換されてベースバンド信号に変換
される。このベースバンド信号は、ベースバンド信号処理部１０４でＦＦＴ処理や、誤り
訂正復号、再送制御の受信処理等がなされる。この下りリンクのデータの内、下りリンク
のユーザデータは、アプリケーション部１０５に転送される。アプリケーション部１０５
は、物理レイヤやＭＡＣレイヤより上位のレイヤに関する処理等を行う。また、下りリン
クのデータの内、報知情報も、アプリケーション部１０５に転送される。
【００３１】
　一方、上りリンクのユーザデータについては、アプリケーション部１０５からベースバ
ンド信号処理部１０４に入力される。ベースバンド信号処理部１０４においては、再送制
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御（Ｈ－ＡＲＱ（Hybrid　ARQ））の送信処理や、チャネル符号化、ＤＦＴ処理、ＩＦＦ
Ｔ処理等が行われて送受信部１０３に転送される。送受信部１０３においては、ベースバ
ンド信号処理部１０４から出力されたベースバンド信号を無線周波数帯に変換する周波数
変換処理が施され、その後、アンプ部１０２で増幅されて送受信アンテナ１０１より送信
される。
【００３２】
　図５は、本実施の形態に係る基地局装置２０が有するベースバンド信号処理部２０４の
機能ブロック図であり、主にベースバンド信号処理部２０４における送信処理部の機能ブ
ロックを示している。なお、図５では、基地局装置２０の配下となる移動端末装置１０に
対する送信データが上位局装置３０から基地局装置２０に対して転送される下りリンク構
成について説明する。また、図５では、コンポーネントキャリア数がＭ個（ＣＣ＃１～Ｃ
Ｃ＃Ｍ）の移動通信システム１に対応した基地局構成が例示されている。
【００３３】
　データ生成部３０１は、上位局装置３０から転送された送信データをユーザ別にユーザ
データとして出力する。制御情報生成部３１８は、ＳＩＢ等の制御信号をユーザ別に上位
レイヤの上位制御信号として出力する。上述したようにＳＩＢ１は、後続ＳＩＢのスケジ
ューリング情報やシステムインフォメーションの変更の有無を示すタグ情報を含んでいる
。タグ情報は、システムインフォメーションが変更された場合に、制御情報生成部３１８
によってインクリメントされる。また、後続ＳＩＢ（ＳＩＢ２－９等）は、セル単位の報
知情報等のシステムインフォメーションを含んでいる。コンポーネントキャリア選択部３
０２は、移動端末装置１０との無線通信に使用されるコンポーネントキャリアをユーザ毎
に選択する。
【００３４】
　スケジューリング部３００は、コンポーネントキャリアＣＣ＃１に関するリソース割り
当てを制御しており、ＬＴＥ端末ユーザとＬＴＥ－Ａ端末ユーザとを区別してスケジュー
リングを行う。また、スケジューリング部３００は、上り／下り共有制御チャネルのリソ
ース割当てにおいてキャリアセグメントを考慮する。また、スケジューリング部３００は
、上位局装置３０から送信データ及び再送指示が入力されると共に、上りリンクの信号を
測定した受信部からチャネル推定値やリソースブロックのＣＱＩが入力される。スケジュ
ーリング部３００は、上位局装置３０から入力された再送指示、チャネル推定値及びＣＱ
Ｉを参照しながら、上下制御信号及び上下共有チャネル信号のスケジューリングを行う。
移動通信における伝搬路は、周波数選択性フェージングにより周波数ごとに変動が異なる
。そこで、ユーザ端末へのユーザデータ送信時に、各ユーザ端末に対してサブフレーム毎
に通信品質の良好なリソースブロックを割り当てる適応周波数スケジューリングが適用さ
れる。適応周波数スケジューリングでは、各リソースブロックに対して伝搬路品質の良好
なユーザ端末を選択して割り当てる。そのため、スケジューリング部３００は、各ユーザ
端末からフィードバックされるリソースブロック毎のＣＱＩを用いてリソースブロックを
割り当てる。また、割り当てたリソースブロックで所定のブロック誤り率を満たすＭＣＳ
（符号化率、変調方式）を決定する。
【００３５】
　基地局装置２０のベースバンド信号処理部２０４は、データ生成部３０１から出力され
るユーザデータ及び制御情報生成部３１８から出力されるＳＩＢを伝送する共有データチ
ャネル（ＰＤＳＣＨ）をユーザ毎にチャネル符号化するチャネル符号化部３０３と、チャ
ネル符号化された送信データをユーザ毎に変調する変調部３０４と、変調された送信デー
タを無線リソースにマッピングするマッピング部３０５とを備えている。
【００３６】
　また、ベースバンド信号処理部２０４は、ユーザ固有の下り制御情報である下り共有デ
ータチャネル用制御情報を生成する下り制御情報生成部３０６と、ユーザ共通の下り制御
情報である下り共通制御チャネル用制御情報を生成する下り共通制御チャネル用制御情報
生成部３０７を備えている。下り共通制御チャネル用制御情報生成部３０７は、下り共通
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制御チャネル用制御情報としてＭＩＢを伝送する報知チャネル（ＰＢＣＨ：Physical　Br
oadcast　Channel）やＳＩＢの割り当てリソースブロック位置を通知するＲＢ位置情報（
ＰＤＣＣＨ）を生成する。ＲＢ位置情報は、ＰＤＣＣＨの共通サーチスペースに配置され
る。ベースバンド信号処理部２０４は、下り制御情報生成部３０６及び下り共通制御チャ
ネル用制御情報生成部３０７で生成される制御情報をユーザ毎にチャネル符号化するチャ
ネル符号化部３０８と、チャネル符号化された下り制御情報を変調する変調部３０９とを
備えている。
【００３７】
　また、ベースバンド信号処理部２０４は、上り共有データチャネル（ＰＵＳＣＨ)を制
御するための制御情報である上り共有データチャネル用制御情報をユーザ毎に生成する上
り制御情報生成部３１１と、生成した上り共有データチャネル用制御情報をユーザ毎にチ
ャネル符号化するチャネル符号化部３１２と、チャネル符号化した上り共有データチャネ
ル用制御情報をユーザ毎に変調する変調部３１３とを備える。上り制御情報生成部３１１
は、ＬＴＥ端末ユーザとＬＴＥ－Ａ端末ユーザとを区別して上り共有データチャネル用制
御情報を生成する。
【００３８】
　上記変調部３０９、３１３でユーザ毎に変調された制御情報は制御チャネル多重部３１
４で多重され、さらにインタリーブ部３１５でインタリーブされる。インタリーブ部３１
５から出力される制御信号及びマッピング部３０５から出力される送信データは下りチャ
ネル信号としてＩＦＦＴ部３１６へ入力される。ＩＦＦＴ部３１６は、下りチャネル信号
を逆高速フーリエ変換して周波数領域の信号から時系列の信号に変換する。サイクリック
プレフィックス挿入部３１７は、下りチャネル信号の時系列信号にサイクリックプレフィ
ックスを挿入する。なお、サイクリックプレフィクスは、マルチパス伝搬遅延の差を吸収
するためのガードインターバルとして機能する。サイクリックプレフィックスが付加され
た送信データは、送受信部２０３に送出される。
【００３９】
　図６は、本実施の形態に係る移動端末装置１０が有するベースバンド信号処理部１０４
の機能ブロック図であり、主にベースバンド信号処理部１０４における送信処理部の機能
ブロックを示している。まず、移動端末装置１０の下りリンク構成について説明する。
【００４０】
　基地局装置２０から受信データとして受信された下りチャネル信号は、サイクリックプ
レフィックス除去部４０１でサイクリックプレフィックスが除去される。サイクリックプ
レフィックスが除去された下りチャネル信号は、ＦＦＴ部４０２へ入力される。ＦＦＴ部
４０２は、下りチャネル信号を高速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast　Fourier　Transform）
して時系列の信号から周波数領域の信号に変換し、デマッピング部４０３へ入力する。デ
マッピング部４０３は、下りチャネル信号をデマッピングし、下りチャネル信号から複数
の制御情報が多重された多重制御情報、ユーザデータ、上位制御信号を取り出す。デマッ
ピング部４０３から出力された多重制御情報は、デインタリーブ部４０４でデインタリー
ブされる。
【００４１】
　また、ベースバンド信号処理部１０４は、多重制御情報から下り共通制御チャネル用制
御情報を復調する下り共通制御チャネル用制御情報復調部４０５と、多重制御情報から上
り共有データチャネル用制御情報を復調する上り共有データチャネル用制御情報復調部４
０６と、多重制御情報から下り共有データチャネル用制御情報を復調する下り共有データ
チャネル用制御情報復調部４０７と、ユーザデータ及び上位制御信号を復調する下り共有
データ復調部４０８と、下り共通チャネルデータを復調する下り共通チャネルデータ復調
部４０９とを備えている。
【００４２】
　下り共通制御チャネル用制御情報復調部４０５は、多重制御情報（ＰＤＣＣＨ）の共通
サーチスペースのブラインドデコーディング処理、復調処理、チャネル復号処理等により
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ユーザ共通の下り制御情報である下り共通制御チャネル用制御情報を取り出す。下り共通
制御チャネル用制御情報は、ユーザデータや上位制御情報が伝送されるＰＤＳＣＨを受信
するためのＭＩＢや、ＳＩＢの割り当てリソースブロックの位置を含み、下り共有データ
復調部４０８へ入力される。上り共有データチャネル用制御情報復調部４０６は、多重制
御情報（ＰＤＣＣＨ）のユーザ個別サーチスペースのブラインドデコーディング処理、復
調処理、チャネル復号処理等によりユーザ固有の上り制御情報である上り共有データチャ
ネル用制御情報を取り出す。上り共有データチャネル用制御情報は、上り共有データチャ
ネル（ＰＵＳＣＨ)の制御に使用され、下り共通チャネルデータ復調部４０９へ入力され
る。
【００４３】
　下り共有データチャネル用制御情報復調部４０７は、多重制御情報（ＰＤＣＣＨ）のユ
ーザ個別サーチスペースのブラインドデコーディング処理、復調処理、チャネル復号処理
等によりユーザ固有の下り制御信号である下り共有データチャネル用制御情報を取り出す
。下り共有データチャネル用制御情報は、下り共有データチャネル（ＰＤＳＣＨ）の制御
に使用され、下り共有データ復調部４０８へ入力される。下り共有データ復調部４０８は
、下り共通制御チャネル用制御情報復調部４０５から入力されたＭＩＢやＳＩＢのＲＢ位
置情報に基づいて、上位制御情報として送信されたＳＩＢを取得する。また、下り共有デ
ータ復調部４０８は、下り共有データチャネル用制御情報復調部４０７から入力された下
り共有データチャネル用制御情報に基づいて、ユーザデータを取得する。
【００４４】
　下り共通チャネルデータ復調部４０９は、上り共有データチャネル用制御情報復調部４
０６から入力された上り共有データチャネル用制御情報に基づいて、下り共通チャネルデ
ータを復調する。復調された復調データ信号及び上位制御信号は、アプリケーション部１
０５へ入力される。このように、移動端末装置１０は、基地局装置２０からＭＩＢを受信
することで下り共有データチャネル（ＰＤＳＣＨ）を受信可能とし、さらにＳＩＢのＲＢ
位置情報を受信することで、下り共有データチャネル（ＰＤＳＣＨ）で伝送されるＳＩＢ
等の上位制御信号を受信可能となる。そして、移動端末装置１０が、システムインフォメ
ーションの変更の有無を示すＳＩＢ１のタグ情報、またはＰＤＳＣＨのページングチャネ
ルのフラグをモニタすることで、システムインフォメーションの変更を認識する。なお、
システムインフォメーションの通知方法の詳細については後述する。
【００４５】
　次に、移動端末装置１０の上りリンク構成について説明する。データ生成部４１１は、
上りリンクのユーザデータを生成する。チャネル符号化部４１２は、データ生成部４１１
から出力されるユーザデータをチャネル符号化する。変調部４１３は、チャネル符号化さ
れた送信データを変調する。ＤＦＴ部４１４は、変調された送信データを離散フーリエ変
換（ＤＦＴ：Discrete　Fourier　Transform）して時系列の信号から周波数領域の信号に
変換し、マッピング部４１５へ入力する。マッピング部４１５は、下りリンクで通知され
た割当情報に基づいて、送信データを無線リソースにマッピングする。ＩＦＦＴ部４１６
は、送信データを逆高速フーリエ変換して周波数領域の信号から時系列の信号に変換する
。サイクリックプレフィックス挿入部４１７は、送信データの時系列信号にサイクリック
プレフィックスを挿入する。サイクリックプレフィックスが付加された送信信号は、送受
信部１０３に送出される。
【００４６】
　図７を参照して、ＭＩＢ及びＳＩＢの無線リソースに対する割り当てについて説明する
。図７は、報知情報の無線リソースに対する割り当て構成の一例を示す図である。なお、
図７においては、説明の便宜上、１つのコンポーネントキャリアにおける報知情報の無線
リソースに対する割り当て構成を示している。図７に示すように、ＭＩＢは、中心帯域１
．４ＭＨｚ（中心６ＲＢｓ）において、１０ｍｓｅｃ周期で各無線フレームにおけるＳｕ
ｂｆｒａｍｅ＃０で送信される。また、ＭＩＢには、下り共有データチャネル（ＰＤＳＣ
Ｈ）で伝送されるＳＩＢ１を受信するための情報が含まれている。ＭＩＢの割り当て位置
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は、時間リソース、周波数リソースで固定となっている。このように、ＭＩＢは、固定的
なリソースで基地局装置２０から送信されるため、移動端末装置１０に対して特別な通知
をすることなく受信される。
【００４７】
　ＳＩＢ１は、２０ｍｓｅｃ周期で、無線フレーム番号（ＳＦＮ）が偶数の無線フレーム
のＳｕｂｆｒａｍｅ＃５で送信される。ＳＩＢ１には、後続ＳＩＢを受信するためのスケ
ジューリング情報及びシステムインフォメーションの変更の有無を示すタグ情報が含まれ
ている。ＳＩＢ１の割り当て位置は、時間リソースで固定、周波数リソースで可変となっ
ている。ＳＩＢ１の周波数リソースは、ＰＤＣＣＨの共通サーチスペースに配置されるＲ
Ｂ位置情報で移動端末装置１０に通知される。このように、ＳＩＢ１は、移動端末装置１
０にＭＩＢ及びＲＢ位置情報が通知されることで受信される。
【００４８】
　ＳＩＢ２以降の後続ＳＩＢは、ＳＩＢ１のスケジューリング情報に基づいて無線リソー
スにマッピングされる。すなわち、後続ＳＩＢの割り当て位置は、時間リソース、周波数
リソースで可変可能となっており、ＳＩＢ１のスケジューリング情報で移動端末装置１０
に通知される。このように、後続ＳＩＢは、移動端末装置１０にＳＩＢ１が通知されるこ
とで受信される。
【００４９】
　例えば、ＳＩＢ２は、無線フレーム番号の０番目のＳｕｂｆｒａｍｅ＃１、＃８、無線
フレーム番号の１番目のＳｕｂｆｒａｍｅ＃４、＃７で送信される。ＳＩＢ３、４は、無
線フレーム番号の２番目のＳｕｂｆｒａｍｅ＃７、無線フレーム番号の３番目のＳｕｂｆ
ｒａｍｅ＃３、無線フレーム番号の４番目のＳｕｂｆｒａｍｅ＃１、＃７で送信される。
ＳＩＢ６は、無線フレーム番号の５番目のＳｕｂｆｒａｍｅ＃１、＃４で送信される。ま
た、ＳＩＢ２には、第１のシステムインフォメーション（ＳＩ－１）、ＳＩＢ３、４には
、第２のシステムインフォメーション（ＳＩ－２）、ＳＩＢ６には、第３のシステムイン
フォメーション（ＳＩ－３）がそれぞれ含まれている。
【００５０】
　また、基地局装置２０は、システムインフォメーション毎に、ＳＩＢ２－ｘの繰返し送
信が行われる送信Ｗｉｎｄｏｗを設定している。例えば、ＳＩＢ２が繰返し送信される第
１のシステムインフォメーション用の第１の送信Ｗｉｎｄｏｗが２５ｍｓｅｃ、ＳＩＢ３
、４が繰返し送信される第２のシステムインフォメーション用の第２の送信Ｗｉｎｄｏｗ
が２５ｍｓｅｃ、ＳＩＢ６が繰返し送信される第３のシステムインフォメーション用の第
３の送信Ｗｉｎｄｏｗが１０ｍｓｅｃに設定されている。
【００５１】
　そして、送信Ｗｉｎｄｏｗで定められた期間内で、移動端末装置１０がＳＩＢを受信す
ることで、移動端末装置１０に受信したＳＩＢに含まれるシステムインフォメーションを
認識させることができる。例えば、移動端末装置１０は、第１の送信Ｗｉｎｄｏｗで繰返
し受信したＳＩＢをＳＩＢ２と認識し、受信したＳＩＢ２を合成して第１のシステムイン
フォメーションを取得する。また、移動端末装置１０は、第２の送信Ｗｉｎｄｏｗで繰返
し受信したＳＩＢをＳＩＢ３、４と認識し、受信したＳＩＢ３、４を合成して第２のシス
テムインフォメーションを取得する。さらに、移動端末装置１０は、第３の送信Ｗｉｎｄ
ｏｗで繰返し受信したＳＩＢをＳＩＢ６と認識し、受信したＳＩＢ６を合成して第３のシ
ステムインフォメーションを取得する。
【００５２】
　図８を参照して、システムインフォメーションの変更について説明する。図８は、シス
テムインフォメーションの変更タイミングの説明図である。なお、図８においては、説明
の便宜上、１つのコンポーネントキャリアにおける指定期間を示している。
【００５３】
　図８に示すように、基地局装置２０には、同一のシステムインフォメーションが繰返し
送信される指定期間（Modification　Period）が設定されており、指定期間内にはシステ
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ムインフォメーション毎に送信Ｗｉｎｄｏｗが繰返し（例えば、４回）設定されている。
基地局装置２０でシステムインフォメーションが変更される場合には、移動端末装置１０
にシステムインフォメーションの変更が通知される。この場合、システムインフォメーシ
ョンの変更の有無は、ＳＩＢ１のタグ情報（System　Info　Value　Tag）のインクリメン
トまたはページングチャネル（システムインフォメーションを示す１ビットのフラグ）に
より移動端末装置１０に判断される。そして、移動端末装置１０は、システムインフォメ
ーションの変更と判断すると、指定期間内でシステムインフォメーションを受信する。
【００５４】
　このように、移動端末装置１０は、最初に時間リソース及び周波数リソースで無線リソ
ースにおける割り当て位置が固定されたＭＩＢを取得する。移動端末装置１０は、ＭＩＢ
を読むことでＳＩＢ１の受信が可能となる。移動端末装置１０は、ＳＩＢ１を受信すると
、ＳＩＢ１から後続ＳＩＢのスケジューリング情報及びシステムインフォメーションの変
更の有無を示すタグ情報を取得する。移動端末装置１０は、タグ情報が前回取得したタグ
情報と同一の場合にはシステムインフォメーションが変更していないと判断して、システ
ムインフォメーション（ＳＩＢ２以降）を受信しない。一方、移動端末装置１０は、タグ
情報が前回取得したタグ情報に対してインクリメントされている場合にはシステムインフ
ォメーションが変更されたと判断して、ＳＩＢ１から取得したスケジューリング情報に基
づいて指定期間内でシステムインフォメーションを再受信する。なお、ここでは、ＳＩＢ
１のタグ情報に基づいてシステムインフォメーションの変更の有無を判断する構成とした
が、ページングチャネルのフラグにより判断する構成としてもよい。
【００５５】
　また、基地局装置２０において、上記したＭＩＢに関する設定は、主に下り共通制御チ
ャネル用制御情報生成部３０７で設定され、ＳＩＢに関する設定は、主に制御情報生成部
３１８で設定される。さらに、送信Ｗｉｎｄｏｗに関する設定は、下り共通制御チャネル
用制御情報生成部３０７、制御情報生成部３１８、下り制御情報生成部３０６のいずれで
設定されてもよい。
【００５６】
　次に、図９を参照して、本発明の特徴部分であるシステムインフォメーション変更の通
知方法について説明する。図９は、第１から第７の通知方法の一例を示す図である。図９
の各通知方法は、４つのコンポーネントキャリアＣＣ＃１からＣＣ＃４からなるシステム
帯域をもつ移動通信システムにおいて、一部のコンポーネントキャリアを介して移動端末
装置１０にシステムインフォメーションの変更を認識させてシステムインフォメーション
を再受信させる方法である。また、図９では、コンポーネントキャリアＣＣ＃３のシステ
ムインフォメーションが変更された場合を例に挙げて説明する。
【００５７】
　図９（ａ）は、第１の通知方法を示している。第１の通知方法は、システムインフォメ
ーションの変更を一括で通知する方法であり、システム帯域内における一部のシステムイ
ンフォメーション（コンポーネントキャリアＣＣ＃３）の変更を全てのコンポーネントキ
ャリアの変更として移動端末装置１０に認識させる。
【００５８】
　この場合、移動端末装置１０は、全てのコンポーネントキャリアＣＣ＃１－＃４におい
てシステムインフォメーションを再受信する。この構成により、システム帯域内のコンポ
ーネントキャリアのシステムインフォメーションの変更を、ＬＴＥシステムと同様なシグ
ナリングにより通知することが可能となる。また、システムインフォメーションの通知が
、特定コンポーネントキャリアに限定されないため、システム帯域の異なる様々な移動通
信システムに対応させることが可能となる。
【００５９】
　図９（ｂ）は、第２の通知方法を示している。第２の通知方法は、システムインフォメ
ーションの変更をグループ単位で通知する方法であり、グループ内における一部のシステ
ムインフォメーション（コンポーネントキャリアＣＣ＃３）の変更をグループ内の全ての
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コンポーネントキャリアの変更として移動端末装置１０に認識させる。この場合、基地局
装置２０は、複数のコンポーネントキャリアをグループ分けし、事前にグループ毎に同一
グループに属するコンポーネントキャリアの周波数配置をグループ情報として，例えば報
知チャネルを用いて，移動端末装置１０に通知する。
【００６０】
　移動端末装置１０は、グループ内の全てのコンポーネントキャリアＣＣ＃３、＃４にお
いてシステムインフォメーションを再受信する。この構成により、グループ情報のシグナ
リングの追加のみの変更で、グループ内のコンポーネントキャリアのシステムインフォメ
ーションの変更を通知することが可能となる。また、第２の通知方法は、グループ内のコ
ンポーネントキャリアにおいてシステムインフォメーションを再受信すればよいため、第
１の通知方法と比較して処理を低減することが可能となる。
【００６１】
　図９（ｃ）は、第３の通知方法を示している。第３の通知方法は、第２の通知方法にグ
ループ内でシステムインフォメーションの変更通知用のコンポーネントキャリアを規定し
たものである。この場合、基地局装置２０は、事前に変更通知用のコンポーネントキャリ
アをＡｎｃｈｏｒ情報（通知キャリア特定情報）として移動端末装置１０に通知する。移
動端末装置１０は、Ａｎｃｈｏｒ情報で特定される変更通知用のコンポーネントキャリア
（例えば、コンポーネントキャリアＣＣ＃３）で通知されたＰＤＣＣＨの共通サーチスペ
ースを受信することで、システムインフォメーションの変更を認識する。
【００６２】
　そして、移動端末装置１０は、グループ内のシステムインフォメーションの変更を認識
すると、グループ内の全てのコンポーネントキャリアＣＣ＃３、＃４においてシステムイ
ンフォメーションを再受信する。この構成により、グループ情報及びＡｎｃｈｏｒ情報の
シグナリングの追加のみの変更で、グループ内のコンポーネントキャリアのシステムイン
フォメーションの変更を通知することが可能となる。また、第３の通知方法は、システム
インフォメーションが通知されるコンポーネントキャリアがグループ内で規定されるため
、移動端末装置１０の処理を低減することが可能となる。
【００６３】
　図９（ｄ）は、第４の通知方法を示している。第４の通知方法は、グループ内において
システムインフォメーションが変更された特定コンポーネントキャリア（コンポーネント
キャリアＣＣ＃３）を通知する方法であり、グループ内におけるシステムインフォメーシ
ョンの変更を移動端末装置１０に的確に認識させる。この特定コンポーネントキャリアを
通知するシグナリングは、ＬＴＥ－Ａシステム対応の移動端末装置１０用に定義されても
のであり、ＬＴＥシステム対応の移動端末装置１０に対しては上記したＳＩＢ１のタグ情
報やページング情報でシステムインフォメーションの変更が通知される。なお、特定コン
ポーネントキャリアを通知するシグナリングは、特定コンポーネントキャリアとシステム
インフォメーションの変更とを関連付けた情報であれば、どのような構成であってもよい
。
【００６４】
　ここでは、ＬＴＥシステム対応の移動端末装置１０に対する通知方法は、第２の通知方
法と同様なので省略し、ＬＴＥ―Ａシステム対応の移動端末装置１０に対する通知方法に
ついて説明する。基地局装置２０は、グループ情報に加えて特定コンポーネントキャリア
のシステムインフォメーションの変更を移動端末装置１０に通知する。移動端末装置１０
は、グループ情報に基づいて、コンポーネントキャリアＣＣ＃３、＃４のいずれかで通知
されたＰＤＣＣＨの共通サーチスペースを受信することで、コンポーネントキャリア＃３
のシステムインフォメーションの変更を認識する。
【００６５】
　そして、移動端末装置１０は、コンポーネントキャリアＣＣ＃３のシステムインフォメ
ーションの変更を認識すると、コンポーネントキャリアＣＣ＃３においてシステムインフ
ォメーションを再受信する。この構成により、システムインフォメーションが変更された
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コンポーネントキャリアを移動端末装置１０に的確に通知することが可能となる。また、
第４の通知方法は、特定コンポーネントキャリアにおいてシステムインフォメーションを
再受信するため、移動端末装置１０の処理を低減することが可能となる。
【００６６】
　図９（ｅ）は、第５の通知方法を示している。第５の通知方法は、第４の通知方法にグ
ループ内でシステムインフォメーションの変更通知用のコンポーネントキャリアを規定し
たものである。この場合、基地局装置２０は、事前に変更通知用のコンポーネントキャリ
アをＡｎｃｈｏｒ情報（通知キャリア特定情報）として移動端末装置１０に通知する。移
動端末装置１０は、Ａｎｃｈｏｒ情報で特定される変更通知用のコンポーネントキャリア
（例えば、コンポーネントキャリアＣＣ＃３）で通知されたＰＤＣＣＨの共通サーチスペ
ースを受信することで、コンポーネントキャリア＃３のシステムインフォメーションの変
更を認識する。
【００６７】
　そして、移動端末装置１０は、コンポーネントキャリアＣＣ＃３のシステムインフォメ
ーションの変更を認識すると、コンポーネントキャリアＣＣ＃３においてシステムインフ
ォメーションを再受信する。この構成により、グループ情報及びＡｎｃｈｏｒ情報のシグ
ナリングの追加のみの変更で、特定コンポーネントキャリアのシステムインフォメーショ
ンの変更を通知することが可能となる。また、第５の通知方法は、システムインフォメー
ションが通知されるコンポーネントキャリアがグループ内で規定されるため、移動端末装
置１０の処理を低減することが可能となる。
【００６８】
　図９（ｆ）は、第６の通知方法を示している。第６の通知方法は、全てのコンポーネン
トキャリアのうちシステムインフォメーションが変更された特定コンポーネントキャリア
（コンポーネントキャリアＣＣ＃３）を通知する方法であり、システム帯域内におけるシ
ステムインフォメーションの変更を移動端末装置１０に的確に認識させる。この特定コン
ポーネントキャリアを通知するシグナリングは、第４の通知方法と同様である。基地局装
置２０は、特定コンポーネントキャリアのシステムインフォメーションの変更を移動端末
装置１０に通知する。移動端末装置１０は、コンポーネントキャリアＣＣ＃１－＃４のい
ずれかで通知されたＰＤＣＣＨの共通サーチスペースを受信することで、コンポーネント
キャリア＃３のシステムインフォメーションの変更を認識する。
【００６９】
　そして、移動端末装置１０は、コンポーネントキャリアＣＣ＃３のシステムインフォメ
ーションの変更を認識すると、コンポーネントキャリアＣＣ＃３においてシステムインフ
ォメーションを再受信する。この構成により、システムインフォメーションが変更された
コンポーネントキャリアを移動端末装置１０に的確に通知することが可能となる。また、
第６の通知方法は、特定コンポーネントキャリアにおいてシステムインフォメーションを
再受信するため、移動端末装置１０の処理を低減することが可能となる。
【００７０】
　図９（ｇ）は、第７の通知方法を示している。第７の通知方法は、第６の通知方法にシ
ステム帯域内でシステムインフォメーションの変更通知用のコンポーネントキャリアを規
定したものである。この場合、基地局装置２０は、事前に変更通知用のコンポーネントキ
ャリアをＡｎｃｈｏｒ情報（通知キャリア特定情報）として移動端末装置１０に通知する
。移動端末装置１０は、Ａｎｃｈｏｒ情報で特定される変更通知用のコンポーネントキャ
リア（例えば、コンポーネントキャリアＣＣ＃１）で通知されたＰＤＣＣＨの共通サーチ
スペースを受信することで、コンポーネントキャリア＃３のシステムインフォメーション
の変更を認識する。
【００７１】
　そして、移動端末装置１０は、コンポーネントキャリアＣＣ＃３のシステムインフォメ
ーションの変更を認識すると、コンポーネントキャリアＣＣ＃３においてシステムインフ
ォメーションを再受信する。この構成により、Ａｎｃｈｏｒ情報のシグナリングの追加の
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みの変更で、特定コンポーネントキャリアのシステムインフォメーションの変更を通知す
ることが可能となる。また、第７の通知方法は、システムインフォメーションが通知され
るコンポーネントキャリアがグループ内で規定されるため、移動端末装置１０の処理を低
減することが可能となる。また、第７の通知方法において、複数の変更通知用のコンポー
ネントキャリア（例えば、コンポーネントキャリアＣＣ＃１、ＣＣ＃３）を設けてもよい
。
【００７２】
　なお、第２の通知方法２から第７の通知方法におけるグループ情報、Ａｎｃｈｏｒ情報
、特定コンポーネントキャリアを通知するシグナリングは、ＬＴＥ－Ａシステム用に新た
に定義されたＳＩＢやその他の報知情報、または制御情報によって通知されてもよい。
【００７３】
　また、上記した通知方法では、同時に複数のコンポーネントキャリアの変更が通知され
る場合がある。このとき、同一のシステムインフォメーションが繰返し送信される指定期
間内で、複数のコンポーネントキャリアのシステムインフォメーションを再受信する必要
がある。ここで、同時に複数のコンポーネントキャリアにおけるシステムインフォメーシ
ョンの変更された場合の移動端末装置１０の受信方法について説明する。図１０は、同時
に複数のコンポーネントキャリアにおけるシステムインフォメーションの変更された場合
の移動端末装置１０の受信方法について説明図である。なお、以下の説明においては、複
数のコンポーネントキャリアをシステム帯域とするＬＴＥ－Ａシステム対応の移動端末装
置１０の受信方法について説明する。
【００７４】
　図１０（ａ）に示す第１の受信方法のように、指定期間を長くとることで、指定期間内
で全てのコンポーネントキャリアＣＣ＃１－＃４のシステムインフォメーションを再受信
することが可能である。しかしながら、この構成ではＬＴＥ－Ａシステム用に指定期間を
長く設定しなければならない。一方、図１０（ｂ）に示す第２の受信方法のように、コン
ポーネントキャリアＣＣ＃１－＃４の順に、１サブフレーム単位でずらして送信Ｗｉｎｄ
ｏｗを繰返し設定することも可能である。この場合、ＬＴＥ－Ａ用に送信Ｗｉｎｄｏｗを
新たに定義する必要があるが、第１の受信方法と比較して指定期間を短くすることが可能
となる。
【００７５】
　ここで、図１１を参照して、移動端末装置１０による第２の受信方法について詳細に説
明する。図１１は、移動端末装置１１による第２の受信方法の詳細説明図である。図１１
に示すように、コンポーネントキャリアＣＣ＃１では、奇数番目のサブフレームが送信Ｗ
ｉｎｄｏｗに設定されており、コンポーネントキャリアＣＣ＃２では、偶数番目のサブフ
レームが送信Ｗｉｎｄｏｗに設定されている。したがって、基地局装置２０は、コンポー
ネントキャリアＣＣ＃１、＃２を交互に用いて移動端末装置１０にシステムインフォメー
ション（ＳＩＢ２以降）を通知する。
【００７６】
　この場合、ＳＩＢ１は、時間リソースで固定されるため、送信タイミングを変更するこ
とができない。このため、ＳＩＢ１は、コンポーネントキャリアＣＣ＃１、＃２において
、無線リソースに同一の送信タイミング、同一のリソースブロックに割り当てられている
。このＳＩＢ１には、コンポーネントキャリアＣＣ＃１、＃２のスケジューリング情報が
含まれており、コンポーネントキャリアＣＣ＃１、＃２のいずれかでＳＩＢ１を受信する
ことで、コンポーネントキャリアＣＣ＃１、＃２でシステムインフォメーションを受信可
能となっている。このＬＴＥ－Ａ用の送信Ｗｉｎｄｏｗの設定は、基地局装置２０から移
動端末装置１０に通知されるが、ＬＴＥ－Ａシステム用に新たに定義されたＳＩＢやその
他の報知情報、または制御情報によって通知されてもよい。
【００７７】
　そして、移動端末装置１０は、１サブフレーム毎にコンポーネントキャリアを切り替え
てシステムインフォメーションを受信する。この構成により、複数のコンポーネントキャ
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リアをシステム帯域とするＬＴＥ－Ａシステムにおいても指定期間を長くとる必要がない
。また、ＬＴＥ－Ａ用の送信Ｗｉｎｄｏｗを新たに設定して、ＬＴＥ－Ａシステム対応の
移動端末装置１０に通知するため、ＬＴＥシステム対応の移動端末装置１０に不具合を及
ぼすことがない。
【００７８】
　以上のように、本実施の形態に係る基地局装置２０によれば、システム帯域におけるシ
ステムインフォメーションの変更が複数のコンポーネントキャリアを用いて各コンポーネ
ントキャリアに対応する移動端末装置に通知されるため、複数の移動通信システムが混在
しても各移動通信システムの移動端末装置にシステムインフォメーションの変更を認識さ
せることが可能となる。また、複数のコンポーネントキャリアを介してシステムインフォ
メーションを受信する移動端末装置１０に、一部のコンポーネントキャリアを介してシス
テムインフォメーションの変更を認識させることが可能となる。
【００７９】
　なお、上記した実施の形態においては、第１の通知方法から第７の通知方法を例示して
説明したが、この通知方法に限定されるものではない。一部のコンポーネントキャリアを
介して移動端末装置にシステムインフォメーションの変更を認識させてシステムインフォ
メーションを受信させる方法であれば、どのような通知方法であってもよい。
【００８０】
　また、上記した実施の形態においては、第２の受信方法において、複数のコンポーネン
トキャリア間で送信Ｗｉｎｄｏｗを１サブフレーム単位でずらして設定する構成としたが
、この構成に限定されるものではなく、例えば、１サブフレームよりも長い時間間隔を１
単位として送信Ｗｉｎｄｏｗをずらして設定してもよい。
【００８１】
　また、上記した実施の形態においては、変更情報をＳＩＢ１のタグ情報及びページング
チャネルのフラグとして説明したが、この構成に限定されるものではない。変更情報は、
移動端末装置にシステムインフォメーションの変更を通知可能であれば、どのような構成
であってもよい。
【００８２】
　本発明は上記実施の形態に限定されず、様々変更して実施することが可能である。例え
ば、本発明の範囲を逸脱しない限りにおいて、上記説明におけるコンポーネントキャリア
の割り当て、処理部の数、処理手順、コンポーネントキャリアの数、コンポーネントキャ
リアの集合数については適宜変更して実施することが可能である。その他、本発明の範囲
を逸脱しないで適宜変更して実施することが可能である。
【符号の説明】
【００８３】
　１　移動通信システム
　１０　移動端末装置
　２０　基地局装置
　３０　上位局装置
　４０　コアネットワーク
　５０　セル
　３００　スケジューリング部
　３０１　データ生成部
　３０２　コンポーネントキャリア選択部（通知部）
　３０３　チャネル符号化部（通知部）
　３０４　変調部（通知部）
　３０５　マッピング部（通知部）
　３０６　下り制御情報生成部
　３０７　下り共通制御チャネル用制御情報生成部
　３１４　制御チャネル多重部（通知部）
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　３１５　インタリーブ部（通知部）
　３１６　ＩＦＦＴ部（通知部）
　３１７　サイクリックプレフィックス挿入部（通知部）
　３１８　制御情報生成部（変更情報生成部、グループ情報生成部、通知キャリア情報生
成部、サブフレーム特定情報生成部）
　４０１　サイクリックプレフィックス除去部
　４０２　ＦＦＴ部
　４０３　デマッピング部
　４０４　デインタリーブ部
　４０５　下り共通制御チャネル用制御情報復調部
　４０６　上り共有データチャネル用制御情報復調部
　４０７　下り共有データチャネル用制御情報復調部
　４０８　下り共有データ復調部
　４０９　下り共通チャネルデータ復調部

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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